
本
尊
抄
末
註
に
お
け
る
受
持
の
概
念

庵

谷

行

一予

日
蓮
聖
人
の
遺
文
中
、

「受
持
」
の
語
句
の
用
例
は
、
二
十
有
余
篇
四
十
有
余
箇
所
に
及
ぶ
。
そ
の
用
例
は
、
引
用
経
論
中
や
他
の
語

句
と
並
記
等
、
様
々
で
あ
る
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
教
義
的
用
例
は

『本
尊
抄
』
の
、
い
わ
ゆ
る

「受
持
譲
与
段
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
日
蓮
聖
人
の
受
持
論
を
知
る
に
は
、

「受
持
譲
与
段
」
を
中
心
に
考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
聖
人
滅
後
の
諸
先
師
に
よ
る
受
持
の
概
念
を
探
る
こ
と
は
聖
人
の
受
持
の
概
念
を
理
解
す
る

一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
聖
人

在
世
に
近
い
門
弟
の
受
持
の
解
釈
は
聖
人
の
受
持
の
概
念
を
少
な
か
ら
ず
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
し
、
あ
る
い
は

ま
た
、
教
学
史
上
に
お
け
る
受
持
の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
受
持
論
に
取
り
組
む
自
ら
の
位
置
も
明
ら
か
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
趣
旨
の
も
と
に
、
こ
の
小
論
で
は
、
特
に

『本
尊
抄
』
の
末
註
を
中
心
に
日
蓮
教
学
史
上
に
お
け
る
受
持
の
概
念
を
考
察
し
た

い
。

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
三
巻

（望
月
歓
厚
著
）
に
は

『
本
尊
抄
』
の
末
註
と
し
て
七
十
五
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（大
正
十

一

年
ま
で
）
。
こ
れ
に
は

『本
尊
抄
副
状
』

・
『本
尊
得
意
抄
』
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
篇
を
除
外
す
る
と
七
十
三
篇
の
末
註
を

見
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
掲
載
漏
れ
の
も
の
も
多
少
あ
り
、
こ
れ
に
大
正
十
二
年
以
降
の
も
の
を
加
え
る
と
、
気
づ
い
た

一- 55 -―



も
の
だ
け
で
も
百
篇
に
及
ぶ
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
末
註
の
内
、
卑
見
し
え
た
も
の
に
限

っ
て
前
述
の
課
題
を
探

っ
て
み
た
い
。

現
在
知
ら
れ
て
い
る

『
本
尊
抄
』
の
末
註
は
お
よ
そ
左
記
の
通
り
で
あ
る

（主
に

『
御
遺
文
講
義
』
第
三
巻
を
依
拠
と
し
た
。
な
お
、

必
ず
し
も
正

・
写
本
の
現
存
を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
）
。

著

者

名

一
流

圭本
尊
抄
私
見
聞

本
尊
抄
文
段

祖
書
見
聞

不
厳
寺
代
々
相
伝

抄本
尊
抄
聞
書

本
尊
妙
私
見
聞

本
尊
相
伝
見
聞

本
尊
妙
見
聞

本
尊
鋤
見
聞

本
尊
抄
見
聞

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
見
聞

（
伝
）
日
常

（
伝
）
日
祐

日
台

日
朝
？

（
伝
）
日
弁

日
隆

日
意

日
住

日
朝

（
伝
）
日
真

日
親

日
意

弘
安
六
年

貞
和
四
年

文
明
五
年

文
明
八
年

明
応
五
年

延
宝
八
年
刊

干写
本
？

写
一１５
と
同
本
か
）

正
本

正
本

正
本

延
宝
七
年
刊

昭
和
四
四
年
刊

写
本

正
本

121l ⑩ ⑨ 8 ⑦ 6⑤ 4 3 2①

身 本 本 身 妙 平 八 興 身 身 中 中

法 隆  覚

延 寺 寺 延 寺 賀 品 門 延 延 山 山 派

著

述

年

干J

写

所

在

収

録

大
系

・
宗
全
第

一
巻

新
続
集

身
延

身
延

峰
妙
興
寺

尼
崎
本
興
寺

小
西
正
法
寺

身
延

宗
全
第

一
六
巻

・
大
系
、
正

ｏ

餌
鉢
孵
凱

巻

・
写
本
高
松
本
覚

寺田
中
文
庫

身
延

一

       
‐

56         
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29 (D  27  26  CD  24  23  C)  (D  20 (D  (D  17  16  15  14  13

延 門 品 品 門 門

本
尊
抄
御
談

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
私
記

本
尊
妙
略
見
聞

本
尊
妙
見
聞

本
尊
抄
講
談

本
尊
銹
私
記

本
尊
鉛
見
聞

本
尊
妙
科
文

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
科
文

本
尊
抄
私
記

本
尊
鉛
記

本
尊
抄
考
案

本
尊
抄
註

本
尊
抄
私
記

日
源
述

ｏ
日
健
記

日
意

日
伝
？

日
東

未
詳

日
忠

日
燿

日
宏

日
辰

日
辰

日
統

日
修

目
我

日
選

日
運

円
智
日
性

見
足
日
要

妙
覚
寺
弘
経
寺

身

　

　

延

身

　

　

延

興
門
要
法
寺

興
門
要
法
寺

飯
塚
檀
林

身 興 八 八 興 真

宝
徳
年
間

文
亀
三
年

永
享
四
年

明
応
元
年

大
永
七
年

永
禄

一
〇
年

天
文
？

慶
長

一
四
年

写
本

正
本

正
本

写
本

写
本

刊刊写
本

写
本

写
本

宝
延
七
年
刊

刊

・
写
本

写
本

写
本

寛
永
二
一
年
刊

写
本

掘
慈
琳

妙
伝
寺

身
延

身
延

身
延

宗
全
第
九
巻

大
系

・
日
全
（御
書
妙
巻
第
八
）

要
法
寺

田
中
文
庫

田
中
文
庫

要
集
第
四
巻

・
保
田
妙
本
寺

京
都
妙
顕
寺

信
隆
日
秀

正
本
要
法
寺
、
大
系

ｏ
日
全

（御
書
註
巻
第

一
〇
）

田
中
文
庫
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a) 45  (D  (D  42 (D  40  39  38  37  36  35  34  33  (D  (D  30

小 山 大 興 真 本 身 不 身 身 身 本
西 城      受
正 浄       妙   不       満
法 妙          施
寺 寺 野 門 門 寺 延  延 延 延 寺

扶
助
妙
義

本
尊
妙
私
記

本
尊
抄
科
文

本
尊
抄
音
義

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
見
聞

本
尊
抄
解

本
尊
抄
科
註

本
尊
抄
見
聞
抜
豪

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
科
文

本
尊
抄
私
記

本
尊
抄
習
記

本
尊
抄
啓
蒙

本
尊
抄
和
語
式

本
尊
抄
見
心
抄

本
尊
抄
私
記

日
重

日
遠

日
遠

日
遠

三
河
日
賢

日
遅

日
選

真
性
日
道

日
諦

日
寛

日
尭

日
恵

日
習

日
講

日
相

一
妙
日
尭

一
妙
日
尭

不
受
不
施

尾
州
法
蓮
寺

大
　
　
　
野野

元
和
四
年

宝
永
五
年

慶
長

一
四
年

承
応
二
年

寛
永
年
間

慶
安
年
間

元
禄
八
年

延
宝
七
年

延
宝
二
年

写
本

正
本

刊写
本

写
本

正
本

写
本
　
・

正
本

正
本

写
本

元
禄

一
五
年
刊

延
宝
九
年
刊

写
本

写
本

身
延

大
野

写
本
身
延

身
延

田
中
文
庫

熊
本
本
妙
寺

京
都
立
本
寺

要
法
寺

大
野

稲
田
海
素

大
系

ｏ
日
全
（啓
蒙
巻
第

一
六
）

京
都
妙
顕
寺

大
野

―- 58 -一



63  62  61 (D  59  (D  57  (D  55  0   (D  52  51  50  49  48  47

玉 日 本 中
導   村
Fヨ 妙 檀
下   林

沢   庵

本
尊
抄
文
段

本
尊
抄
随
聴
記

本
尊
抄
見
聞
記

本
尊
銹
略
記

本
尊
抄
講
聞

本
尊
抄
科
註
随
文

解
釈

本
尊
抄
拾
遺

本
尊
抄
扶
老

本
尊
抄
考
案

本
尊
抄
講
享

本
尊
抄
略
談

祖
書
綱
要

本
尊
銹
記

祖
書
綱
要
剛
略

本
尊
抄
集
註

観
心
本
尊
文
底
秘

沈
顕
本
妙

本
尊
抄
或
間
答
釈

堅
樹
日
寛

堅
樹
日
寛

堅
樹
日
寛

堅
樹
日
寛

堅
樹
日
寛

堅
樹
日
寛

禅
智
日
好

禅
智
日
好

尼
ケ
崎
日
行

日
覚

日
逢

日
導

日
兼

日
運

・
日
寿

目
臨

不
言
斉

日
智

玉
　
　
　
沢

玉
　
　
　
沢

八
　
　
　
品

甲
州
立
正
寺

甲
州
信
立
寺

熊
本
本
妙
寺

小
　
　
　
西

皿
（

享
保
六
年

享
保
三
年

享
保

一
三
年

宝
暦
年
間
？

天
明
五
年

天
明
六
年

寛
政

一
三
年

干正
本

正
本

正
本

正
本

正
本

享
保

一
七
年
刊

元
文
五
年
刊

写
本

明
治
三
五
年
刊

写
本

刊正
本

写
本

写
本

正
本
大
石
寺

・
宗
全
二要
文
収
ム

大
石
寺

大
石
寺

大
石
寺

大
石
寺

大
石
寺

大
系

ｏ
日
全

（拾
遺
巻
第

じ

大
系

ｏ
日
全

（扶
老
巻
第
一Ｃ

京
都
本
能
寺

京
都
妙
顕
寺

大
系

鎌
倉
妙
法
寺

立
正
大
学

稲
田
海
素
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⑩ ④ ① O ④ O ⑦ 73 0 0 7069 ① 676665 0

覚 興

林

寺 F]

本
尊
抄
略
要

本
尊
抄
開
題

本
尊
鋤
実
義
正
伝

本
尊
抄
開
題

本
尊
抄
探
霊

本
尊
抄
講
義

本
尊
妙
略
開
題

本
尊
抄
王
講

本
尊
妙
開
題

本
尊
抄
解
題

本
尊
抄
要
義

本
化
聖
典
大
辞
林

聖
訓
要
義

本
尊
妙
通
解

国
語
訳
本
尊
抄

本
尊
抄
講
録

本
尊
抄
講
義

日
輝

日
進

日
守

日
感

目
辰

田
中
智
学

田
中
智
学

田
中
智
学

本
間
海
解

円
泰

清
水
龍
山

田
中
智
学

本
多
日
生

田
辺
善
知

望
月
歓
厚

大
須
賀
秀
道

田
辺
善
知

一工
　
像

ヽ
寺

明
治
三
七
年

明
治
三
七
年

昭
和
二
年

明
治

一
三
年
刊

明
治
二
九
年
刊

明
治
二
三
年
刊

刊刊刊刊写
本

刊明
治
四
四
年
刊

大
正
九
年
刊

大
正
九
年
刊

大
正

一
〇
年
刊

大
正

一
一
年
刊

大
正

一
一
年
刊

大
正

一
一
年
刊

昭
和
三
年
刊

大
系

・
充
沿
園
全
集
第
二
編

類
纂
遺
文

立
正
大
学

大
崎
学
報
第
五
六
号

聖
訓
要
義
第
六
巻
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本
尊
抄
講
話

本
尊
抄
講
義

本
尊
抄
鑽
仰

本
尊
抄
講
義

五
大
部
提
要

本
尊
抄
大
講
座

本
尊
妙
講
習
録

本
尊
抄
提
要

本
尊
妙
講
話

本
尊
抄
講
義

本
尊
抄
口
語
意
訳

本
尊
抄
研
究
序
説

本
尊
抄
疏

目
蓮
文
集

日
蓮
集

日
蓮

日
蓮

長
井
弁
順

望
月
歓
厚

清
水
龍
山

山
川
智
応

中
川
日
史

小
林

一
郎

田
中
智
学

中
川
日
史

山
川
智
応

清
水
龍
山

山
川
智
応

茂
田
井
教
亨

井
上
清
純

兜
木
正
亨

田
村
芳
朗

紀
野

一
義

高
木
　
豊

昭
和
六
年

昭
和
八
年

昭
和
九
年

昭
和

一
二
年

① ① ① ⑭ ① ⑫ ① ⑩ ① ① OOOOOOO

御
遺
文
講
義
第
二
巻

ｏ日
蓮
上
人
遺
文
大
講
座
第
四
巻

遺
文
全
集
講
義
第

一
一
巻

御
遺
文
六
大
部
疏

日
本
の
思
想
４

日
本
の
名
著
８

日
本
思
想
大
系
１４
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⑩ ① ①

（系
年
末
詳
）

以
上
、
百
篇
の
内
、
卑
見
し
え
た
も
の
が
番
号
に
マ
ル
を
付
し
た
五
十
三
篇
で
あ
る
。
五
十
三
篇
の
中
で
も
、

「
受
持
譲
与
段
」
の
解

説
の
無
い
も
の
や
注
釈
が
未
完
で
あ

っ
て

「
受
持
譲
与
段
」
に
及
ば
な
い
も
の
が
十
九
篇
六

ｌ

ｏ
５

・
７

・
９

ｏ
・９

・
２．

。
２２

・
２８

ｏ
３．

。
３２

ｏ
４４

ｏ
４６

ｏ
５３

・
５６

・
７．

。
７２

・
８７

・
９４

ｏ
９５
）
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
残
り
の
三
十
四
篇
を
中
心
に
受
持
の
概
念
を
探
る
こ
と
に

な
る
。

な
お
、
こ
の
小
論
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
江
一月
中
期
嗽
ノ

で
と
し
ヽ
以
降
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
小
論
は

五
十
六
番
日
覚
の

『
本
尊
炒
講
草
』
ま
で
で
あ
る
。

日
常
の

『
本
尊
抄
私
見
聞
』
は
弘
安
六
年
に
系
年
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
聖
人
の
思
想
を
伝
え
る
最
も
正
確
な
も
の
と
し
て
期
待

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
あ
い
に
く
偽
書
説
が
有
力
で
あ
り
、
第

一
資
料
と
は
な
り
え
な
い
。
周
知
の
通
け
、
日
常
は
聖
人
の
有
力
な
檀
越

で
あ
り
、

『
本
尊
抄
』
を
初
め

『
法
華
取
要
抄
』

・
『
四
信
五
品
抄
』
等
の
重
要
な
書
を
受
け
取

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
人
の
門

下
に
お
け
る
常
師
の
位
置
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
日
常
は
聖
人
に
と

っ
て
最
も
良
き
教
義
の
理
解
者
で
あ

っ

た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
聖
人
の
思
想
を
門
弟
か
ら
湖

つ
て
理
解
し

蘇
％
と
す
る
時
、
日
常
の
思
想
は
最
も
重
要
な
資
料

一
な
る
。

疑
義
説
を
さ
し
お
い
て
、

『私
見
聞
』
を
見
る
に
、
唱
題
即
観
心
論
以
外
に
特
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る

（
「
受
持
譲
与

段
」
の
釈
は
な
い
）
。

日
蓮
聖
人
の
思
想

本
尊
抄

本
尊
抄
見
聞

茂
旧
井
教
亨

田
村
完
誓

日
成
？

昭
和
四
七
年
刊

昭
和
四
八
年
刊

写
本

講
座
日
蓮
第
二
巻

立
正
安
国
論

立
正
大
学
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叉
、
本
書
を
日
祐
の
作
と
す
る
説
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
日
祐
の
作
で
あ
れ
ば
、祖
滅
百
年
以
内

（
日
祐
は
祖
滅

一
七
～
九
三
年
）

に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
日
祐
に
お
い
て
は
、

「
受
持
」
の
語
句
は
重
視
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
教

団
内
の
実
際
を
知
る
由
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
祐
作
の
仮
定
に
立
つ
推
測
で
あ
る
。

一
応
の
信
頼
を
持

っ
て

一
見
を
要
す
る
の
は
日
台
の

『
祖
書
見
聞
』
で
あ
る
。
日
台
二
十
八
才
、
貞
和
四
年
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

③

り
、
こ
の
年
は
聖
人
滅
後
六
十
六
年
目
に
当

っ
て
い
る
。
望
月
博
士
の

『
御
遺
文
講
義
』
に
よ
る
と
写
本
身
延
蔵
と
な

っ
て

い

る
が

、

④

『身
延
山
史
』
に
は
原
本
身
延
蔵
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
拝
閲
の
機
会
を
得
れ
ば
今
後
の
考
察
に
加
え
た
い
。

⑤

・
日
弁
作
と
さ
れ
る

『
本
尊
抄
聞
書
』
に
は

「
受
持
譲
与
段
」
の
注
釈
及
び

「
受
持
」
に
つ
い
て
の
解
説
は
無
い
が
、

「受
持
」
の
語
句

⑥

の
用
例
が
全
文
を
通
し
て

一
箇
所
だ
け
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

「
受
持
十
善
戒
」
の
用
例
で
あ
り
、

「
持
戒
」
の

「
持
」
と
同
義

で
、

「
法
華
経
」
及
び

「
五
字
」
の
受
持
と
同
質
視
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
叉
本
書
は
偽
書
説
が
あ
り
、
執
行
博
士
は
こ
れ
を

⑦

小
西
日
慧
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

平
賀
日
意
の

『
本
尊
相
伝
見
聞
』
も

「
受
持
」
の
釈
を
し
て
い
な
い
。

た
だ
、　
祖
文
の
解
釈
と
し
て

「
一
度
法
華
ヲ
奉
レ
持
妙
法
唱
罪

③

障
消
滅
無
上
宝
珠
不
求
自
得
云
云
」
と
述
べ
、

「
妙
法
卜
唱
フ
ル
」
こ
と
と

「
法
華
ヲ
奉
持
」
す
る
こ
と
と
を
同
義
的
に
用
い
て
い
る
。

「妙
法
卜
唱
フ
ル
」
と
は
唱
題
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
唱
題
を
指
し
て

「
法
華
ヲ
奉
持
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「奉
持
」
が

「
受
持
」

と
同
義
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
唱
題
を
指
し
て

「
受
持
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
卑
見
の
末
註
の
中
で
は
、
受
持
の
具
体
的
行
為
を
示
す
最
初
で
あ
る
。

日
朝
の

『
本
尊
抄
見
聞
』
は

「
受
持
譲
与
段
」
の
内

「
因
行
果
徳
」
の
文
に
つ
い
て
の
み
釈
を
施
し
、

「
十
界
当
体
不
レ
動
見
二法
身
如

⑨

来

一也
、
商
前
述
門

ニ
テ

ハ
約
レ
理
法
身
如
来
卜
談
也
、
本
門

ハ
事
事
当
体
雅
法
身
如
来
ナ
リ
ト
云
也
云
云
」
と
、
法
身
如
来
に
帰
す
理
本
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覚
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
四
大
声
聞
我
等
己
心
」
の
釈
で
は

「
妙
法
五
字

ハ
己
心
也
、
己
心

ハ
妙
也
、
法

ハ
三
千
豚
卿

と
述
べ
ら

れ
て
お
り
、

「
五
字
」
は
理
的
に
解
釈
さ
れ
て
、
そ
こ
に
、
動
的
性
格
を
持
つ

「
受
持
」
は
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。

日
朝
が
身
延
山
に
お
い
て
種

々
の
法
則
を
制
定
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、　
こ
の
法
則
の

一
つ
に

『
受
持
之
法
胸

』

が

あ

る
。
Ｆ
法
則
』
は
法
要
式
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
日
朝
は

「
受
持
」

財
路
式
の
形
で
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
Ｆ
客
狩
之
法
則
』
は

「
神

分
」
・
「
表
白
」
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
神
分
」
で
は

「
一
乗
受
持
場
」
と
、

「
受
持
」
を
場
所
に
則
し
た
行
為
と
し
て
表
現
し
、

「
表
白
」
に
は

「
持
一一上
行
付
属
妙
螺
ど

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
受
持
に
つ
い
て
の
説
明
や
法
要
の
意
義
に
つ
い
て
は
な
ん
ら

〔
お
」
【
一
い
〔
一
″
な
一
利
″
】
”
凛
）
嚇
】
一
』
電
［
け
”

『
呼

申
」

』
「

刺
は

『
を

螂
種 っ

け
に
兼
『
〔
効
』
¨
れ
″
疇

「
式

】
師
「
¨
な
一

ろ
は

「
唱
題
百
念
」
と
あ
り
、

「
読
」
が
序
品

・
方
便
品

・
法
師
品
、

「
誦
」
が
寿
量
品

・
神
力
品
、

「解
説
」
が
従
開
経
至
宝
塔
品
、

「
五
種
外
」
が
自
我
偶
の
読
誦
、
と
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
受
持
」
だ
け
を

「
唱
題
百
念
」
と
す
る
の
は
、
他
の
行
軌
と
異
な

る
も
の
を

「
受
持
」
に
認
め
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

「
受
持
」
を
唱
題
と
す
る
な
ら
ば
何
故

『
受
持
之
法
則
』
で
唱
題
に
つ
い
て
述
べ

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
朝
は

「
受
持
」
の
具
体
的
行
軌
と
し
て

「
唱
題
」
を
挙
げ
な
が
ら
も
、
あ
る
い
は

「
唱
題
」
と
の
み
表
現
し
え

な
い
も
の
を

「
受
持
」
に
認
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

命ね

て
、
現
行
の

『
朝
師
見
聞
』
に
お
け
る

「
受
持
譲
与
段
」
の
釈
は
先
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
他
に

『
啓
蒙
』
所
引
の

『
朝
抄
別

本
』
が
あ
る
。

『
別

林
」

は

「
受
持
譲
与
段
」
一
釈
す
る
中
で
仏
凡

一
如
を
論
じ
、

「
受
持
」
よ
り
も

「
譲
与
」
的
傾
向
を
中
心
と
し
た

思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
日
朝
の
理
本
覚
思
想
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
日
朝
の
行
法
論
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
執
行
博
士
は
、
受
持
正
行

・
唱
題
正
因

（が
、
望
月
博
士
は
、
受
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る
と
、
前
文
の

「受
持
」
は
後
文
の

「
五
字
フ
一
返
唱
」
う
に
照
合
さ
れ
る
。
す
な
わ
ら
、
受
持
正
行

（論
）
は
唱
題
正
意
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
唱
題
正
意
は
三
業
の
中
で
も
口
業
正
意
に
通
じ
、
そ
こ
に
、
日
朝
の
上
根
観
心

（意
業
）
、
下
根

唱
題

（
口
業
）
の
思
想
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

総
じ
て
、
日
朝
の
受
持
の
概
念
は
唱
題
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
口
業
の
行
法
で
あ
っ
て
、
信
の
唱
題
と
い
え
ど
も
観
念
的
傾

向
を
出
な
い
。
三
業
の
具
足
を
、　
一
往
は
論
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
こ
と
な
く
、
三
業
配
分
の
行
法
を
立
て
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
理
本
覚
に
立
脚
し
た
日
朝
の
受
持
の
概
念
は
、
社
会
的
能
動
性
を
示
す
こ
と
は
な
く
観
念
主
義
に
終
始
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
真
嗜
と
さ

鳳
％

『本
尊
抄
見
聞
』
は
上

・
中

・
下
三
巻
か
ら
な
る
。
し
か
し
執
行

・
望
月
両
博
士
は
本
書
を
真
師
の
著
と
し
て
は
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
。

「法
華
宗
真
門
要
集
」
第
三
巻
の
序
に
よ
る
と
、
本
書
は
昭
和
十
五
年
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
松
平
金
岳
公
子
の
書

写
本
が
現
存
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
日
真
の
作
と
す
る
に
は
い
ま
だ
そ
の
確
証
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
真
偽

を
さ
て
お
き
、
先
師
の
釈
と
し
て
依
用
し
た
い
。

本
書
は

「受
持
譲
与
段
」
を

「法
華
受
持
者
自
釈
尊
因
行
果
徳
功
徳
妙
法
信
受

一
心
具
云
事
顕
燃
〕
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

「受
持
」
を

「信
受
」
と
換
言
す
る
が
そ
の
具
体
的
説
明
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
書
は

「法
華
観
心
位
」
を
論
じ
る
中
で
、
「於
二此
名
字
信

心
上
一所
レ論
観
心
証
道
重

一
段
重
事
易
行
中
易
行
観
心
也
。
此
観
心
者
直
但
正
像
未
有
御
本
尊
奉
レ向
妙
名
口
唱
処
即
観
心
鯨
中
と
、
「信

心
」
を
観
心
の
根
本
と
し
な
が
ら
、
唱
題
を
易
行
中
の
易
行
と
述
べ
て
い
る
。
易
行
の
唱
題
と
は

口
業
正
意
の
唱
題
を
指
し
、
そ
れ
が
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「
信
受
」
の
具
体
的
意
味
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

日
忠
の

『
本
尊
抄
見
聞
』
は
上

・
下
三
巻
か
ら
な
る
。
本
書
は

「
受
持
譲
与
段
」
を

「是
即
釈
尊
修
行
覚
道
ヲ
以
テ
即
我
等

∞
修
行
■

ア

ル
体
嶋
¨
と
釈
し
、

「
受
持
」
を

「
行
」
に
表
現
し
て

諦
％
。
さ

】
口
一

「
本

解
¨
『
】

「
部

け
「
期
】
〔
に
蝙
畔
ぼ
」
」
直
利
輌

れ
．

て 「
】

花

フ
受
持
自
究
党
ノ
仏
果

二
登
事
速
也
、
是
迄
ガ
行
ノ
重
也
」
と
示

る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の

「
行
」
と
は
具
体
的
に
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
本
書
の
上
巻
で
は

「
事
行
ノ
妙
法

が
「

二
唱
レ
バ
ロ

密

二
三
千
観
フ
成
シ
心

二
念
ズ
ン
バ
意
密

二
三
千
観
ヲ
成
シ
、

（凱
法
ノ
故

二
身

二
難
ヲ
蒙

ン
バ
身

二
三
千
観
ヲ
成
ス
ル
也
」
と
法
華
経
の

修
行
を
三
業
に
配
し
、　
ヨ

一業

ノ
振
舞
ガ
事

ノ
一
念
三
千
観
也
」
と
し
て
い
る
。
口
に
唱
題
し
、
心
に
憶
念
し
、
身
に
難
を
蒙

，
る
場

「
事

ノ

一
念
三
千
」
と
す
る
こ
と
は
、
唱
題

・
憶
念

・
受
難
を

「
事
行
」
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。
日
忠
は
三
業
の
受
持
を
も

っ
て

「
事

一
念
三

千
」
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
根
底
に

「
信
」

証
鰊

め
、

「
今
此
事

一
念
三
千
観
心
観
者
是
信
行
観
ナ
ル
故

二
聞
ガ
如
信
ジ
信
ズ
ル
ガ
如
ク

観
ズ
ル
也
、
此
信

二
依
テ
事
具
三
千
ヲ
悟

ル
也
」
と
す
る
。
ゆ
え
に
、
日
忠
の
受
持
の
解
釈
は
、

「
信
」
に
立
脚
し
た

「
三
業
の
行

（唱

題

・
憶
念

・
受
難
）
」
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
日
隆

・
日
慶
二
師
の
教
学
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
日
忠
の
受
持
の
概
念
は
、

論
理
性
に
富
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
三
業
具
足
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
日
朝
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
あ
り
な
が
ら
、
本
覚
思
想
よ
り

も

「
信
」
を
よ
り
強
く
押
し
出
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
燿
の

『
本
尊
抄
講
談
』
は

『
御
書
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
日
健
は
日
源
の
門
下
で
あ
り
な
が
ら
日
源
の

『
本
尊
抄
御
談
』
を
差

し
置
い
て
日
燿
の

『
講
談
』
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
健
の

『
講
談
』

重
視
の
態
度
か
ら
、
　
一
応
本
書
を

注
目
す
る

必
要
が
あ
ろ

さ
て
、

『
本
尊
抄
講
談
』
は

「
受
持
譲
与
段
」
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
題
目
に
つ
い
て
は

「
当
時
修
行
只
題
目
肝
要
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也
。
二
十
八
品
皆
題
卜

助
行
也
（卿

、
あ
る
い
は

「
題
目
五
字
正
三
十
八
品
助
行
鯨
型
と
題
諄
正
行
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
題
日
正
意
に

す
で
に
日
朝
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
共
に
、
明
確
に
唱
題
を
受
持
と
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。

日
辰
の

『本
尊
抄
見
聞
』
で
は

「受
持
譲
与
段
」
を
次
の
よ
う
に
釈
す
る
。

釈
尊
本
因
已
来

一
切
因
行
□
徳
本
果
自
行
成
道
□
徳
第
二
番
垂
述
化
他
成

鮒
覧
来

一
切
果
疇
□
徳
玲
云
二
法
也
妙
経
五
字
中
於
二
法

□
□
我
等
蓮
祖
並
門
弟
此
五
字
受
持
時
自
然
釈
尊
因
行
果
徳
□
徳
授
与
玉
也

「我
等
」
を

「蓮
祖
並
門
弟
」
と
釈
す
る
が

「受
持
」
に
つ
い
て
は
解
説
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
釈
が
進
む
と

「南
無
妙
法

蓮
華
経
五
字

一
閻
浮
提

一
切
衆
生
唱
サ
セ
可
宏
鞣

Ｌ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「受
持
譲
与
段
」
の
釈
で

「蓮
祖
並
門
弟
」
の
行
法
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る

「受
持
」
の
具
体
的
内
容
は
、　
ヨ

閻
浮
提

一
切
衆
生
に
唱
題
せ
し
む
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

「蓮
祖
並

門
弟
」
と

「
一
切
衆
生
」
に
行
法
の
区
別
が
あ
り
、
前
者
は

「
唱
題
勧
奨
」
、
後
者
は

「
唱
題
」
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

前
述
の
二
釈
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

「
唱
題
勧
奨
」
と

「
唱
題
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

〇

助
紳
蔽
詢

説 『臨
凸
『
嚇
計
】
〔
一
」
「
噂
「
〔
』
］
』

「 量
轟
］
躙
椰
地
」
と
、

謂
ｍ
を
正
一
と
し
、

「喘
誦
説
琺
」
を
助
行

（「有
二助
行

因
名
字
証
得
」
の
口
業
の
唱
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
口
業
の
唱
題

を
正
行
と
し
、
そ
れ
を
受
持
の
本
質
と
す
る
の
が
日
辰
の
本
意
で
あ
り
、
そ
の
受
持
に
能
化
と
所
化
を
分
ち
、
能
化
は
唱
題
及
び
唱
題
勧

奨
、
所
化
は
唱
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
唱
題
と
唱
題
勧
奨
に
つ
い
て
会
通
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
三
業
の
具
足
を

も
論
じ
な
い
。

日
我
の

『本
尊
抄
私
詠
］

は

「
尺
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
五
字
納
故
此
五
字
持
因
果
二
法
其
功
徳
譲
一一奉
為
が

と

「受
持
此
五
字
」
が
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「
五
字
を
持
つ
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

「受
持
」
と

「持
つ
」
の
同
義
的
用
例
は
日
蓮
聖
人
に
も
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
さ
て
、
前
掲

ρ
粍
受
持
譲
与
段
」
の
釈
で
は
受
持
の
具
体
的
概
念
は
明
ら
か
で
な
い
。
し

か
し
、
論
述
が
進
む
と

「本
尊
と
者
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
也
」
と
宗
祖
本
仏
論
を
展
開
し
、

日
蓮
外
具
の
十
界
と
信
を
取
定
め
但
題
目
の
五
字
と
治
定
す
る
処
で
御
影
に
奉
レ向
て
も
文
字
の
本
尊
に
奉
Ｌ

辟
ヽ
も
事
の
一
念
三
千

也
・、
我
等
受
持
し
て
奉
レ
唱
レ之
口
唱
本
果
の
究
党
に
て

一
心
具
十
法
界
の
事
の
観
心
本
尊
称
此
本
理
の
成
道
也

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
唱
題
を
指
し
て
受
持
の
具
体
的
姿
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、

「
師
弟
受
持
の
一
念
の
外
に
事
の
一
念
三

千
不
各
フ
右
仏
理

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
　
忍
型
影
に
奉
色
里

・
「文
字
の
本
尊
に
奉
Ｌ
星

が
共
に

「事
の
一
念
三
千
」
と
し

て
受
持
を
意
味
す
る
と
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

「信
」
の
表
出
と
し
て
の
行
為
を
受
持
の
具
体
的
姿
と
す
る

瀞
「
で
あ
ろ
う
。
た
だ

教
学
的
に
は

「行
ど
者
事
行
の
題
目
也
、
本
因
妙
の
法
主
の
己
心
当
然
妙
法
蓮
華
経
な
る
処
が
事

二
行
す
る
題
目
也
」
と
、

「事
行
の
題

目
」
を
強
調
す
る
。

「事
行
の
題
目
」
と
は

「本
因
妙
下
種
た
る
題
目
を
唱
う
る
」
事
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
的
行
為
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い
。
受
持
を

「受
持
の
一
念
」
と
内
証
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
口
我
は
宝
塔
品
の

「誓
言
」
を

「
下

種
妙
法
受
持
の
約
束
燃
理
と
述
べ
る
な
ど
受
持
の
用
例
が
比
較
的
多
い
。
受
持
の
概
念
は
、

「信
」
を
そ
の
根
底
と
し
、
そ
の
表
出
を
受

持
と
し
な
が
ら
、
教
学
的
に
は
唱
題
を
そ
の
具
体
的
行
法
と
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

日
性
の

『本
尊
抄
註
』
は

「受
持
譲
与
段
」
は
も
と
よ
り
、
教
義
面
に
お
け
る
解
釈
を
し
て
い
な
い
。
又
、日
遠
の

『本
尊
抄
私
記
』
。

『』［］
『科】けい［赫性［
「釈卸』静デ段」を次のように釈する。

彼
因
果
功
徳
我
等
受
持
日
譲
与
シ
玉
ハ
ハ
我
等
何
三
達
五
眼
勝
用
振
舞
′サ

ル
ヤ
答
云
元
量
義
経
云
以
二稚
小
一故
以
二新
学
一故
云
云
裁
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六
云
一
念
凡
心
己
理
性
三
密
相
応

一
坐
色
法
同
在
二本
理
毘
ル
サ
ナ
一更
無
二差
別
一文
此
釈
如
ナ
ラ
ハ
衆
生
色
心
元
来
如
来
三
密
相
海

具
セ
リ
今
何
受
持
処
肝
心
遊
ス
ャ
ロ
伝
云
此
義
法
花

一
部
心
府
也
得
仏
大
事
云
叉
修
理
口
伝
云
能
顕
相
承
云
皆
同
重
也
法
花
教
主
若

従
二別
意
一正
在
二報
身
一釈
是
也

一
念
几
心
己
有
理
性
三
審
相
海
理
具
三
千
也
就
境
為
法
身
如
来
也
境
智
ヲ
発
ル
フ
報
ト
シ
智
武
二
冥
一

境
ル
フ
受
ト
ス
聞
法
ノ
縁

二
研
ン
テ
本
覚
ノ
ａ
ョ
リ

一
念
信
解
ノ
智
力
発
ス
ル
是
フ
ス
智
ヲ
発
ヲ
報
ス
ト
テ
報
身
卜
云
也
此
報
身
ノ

○

智
恵
力
本
覚
ノ
炊
二
冥
ル
ト
キ
我
等
力
当
信
受
ノ
受
持
ヲ
論
ス
ル
也

論
点
は
受
持
の
姿
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
受
持
者
の
理
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
問
者
は

『釈
鍛
』
の
文
か
ら

「衆
生
色
心
元
来
如
来
三

密
相
海
フ
具
セ
リ
今
何
受
持
処
肝
心
遊
ス
ャ
」
と
受
持
の
必
要
性
を
問
う
。
そ
の
答
文
は

「
口
伝
云
」
か
ら
始
ま
ヶ
、

「
報
身
ノ
智
力
本

覚
ノ
吹
二
冥
ル
ト
キ
我
等
力
当
信
受
ノ
受
持
ヲ
論
ス
ル
也
」
と
論
を
展
開
し
て
い
く
。
本
覚
身
な
る

「我
等
」
が

「当
信
受
の
受
持
」
を

必
要
と
す
る
の
は

「
報
身
の
智
恵
が
本
覚
の
境
に
冥
」
れ
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
恵
は
そ
の
具
体
的
内
容
を
論

述
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
論
理
的
展
瀾
は
不
明
確
で
あ
る
。

日
恵
は

「述
化
他
方
等
云
云
」
の
文
を
釈
す
る
中
に
、

「我
内
証
釈
尊
御
内
証
也
謂
如
来
寿
量
品
正
体
南
○
経
本
化
大
士
使
末
法
我
等

授
与
シ
玉
へ
」
理
と
述
べ
る
。

『本
尊
抄
』
の

「受
持
譲
与
段
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
受
持
の
行
為
に
よ
っ
て
譲
与
が
実
現
す
る
の

で
あ
る
が
、
日
恵
は

「受
持
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

「如
来
寿
量
品
正
体
南
○
経
」
と
は
、
す
で
に
行
法
に
則
し
た

表
現
で
あ
り
、

「南
無
妙
法
蓮
華
経
を
授
与
シ
玉
」
う
た
こ
と
は
、

「受
持
す
べ
き
五
字
を
授
与
し
玉
」
う
た
こ
と
に
な
る
。

「
不
識

一

念
三
千
者
」
の
釈
に
お
い
て
、

「
日
本
国
在
家
者
但
南
○
経
唱
サ
ス
ヘ
キ
豚
理
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
唱
題
を

「
五
字

の
受
持
」
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、

「我
内
証
は
釈
尊
の
御
内
証
」
と
釈
し
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち

「
五
字
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

「
五
字
が
釈
尊
の
御
内
証
で
あ
る
ゆ
え
に
我
内
証
で
あ
る
」
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

「我
内
証
が
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五
字
」
と

「
五
字
の
受
持
」
に
明
解
な
会
通
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
講
の

『本
尊
抄
啓
蒙
』
の

「受
持
譲
与
段
」
の
釈
で
は
、

『朝
抄
』

・
『
恵
抄
』

・

『古
抄
』

が
長
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『朝

抄
』
は
二
箇
所
か
ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
初
は

『朝
抄
別
本
』

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、　
こ
の
部
分
の
文
は
現
行
の

『朝
師
見

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

聞
』
に
は
見
当
ら
な
い
。
他
の
一
箇
所
は

『朝
抄
』
第
四
巻
の

「
因
行
果
徳
事
」
の
文
を
転
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑩

『朝
抄
別
本
』
で
は
、

「受
二持
此
五
字
一教
主
釈
尊
与
二我
等
凡
夫
一全
々
一
然

ニ
シ
テ
無
二別
外
こ

と
し
て
、
五
字
の
受
持
は
仏
凡

一

体
の
世
界
を
現
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
日
朝
は
自
ら
こ
れ
に
難
を
設
け
て
、
「釈
尊

ニ
ハ
十
方
世
界

テ
分
身
ノ
仏
多
レ之
我
等
衆
生

ト

モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
合
）

知
二
己
心
十
界
三
千
一十
方
分
身
如
何
可
レ
出
レ
之
耶
」
と
、
仏
凡
同
体
な
ら
ば
凡
身
に
分
身
を
具
す
か
否
か
の
問
い
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、

「
日
夜
朝
暮
の
修
善
」
は

「
十
方
に
遍
満
」
す
る
の
で
釈
尊
分
身
と

同
じ
で
あ
る
と
答
え
、　
こ
れ
を
仏
凡

一
体
の
証
し
と
す

る
。
仏
凡

一
如
に
安
住
す
る
こ
と
は
宗
教
的
能
動
性
を
活
か
し
得
な
い
難
を
免
れ
な
い
。
こ
の
ゆ
え
に
無
媒
介
に
仏
の
世
界
を
論
じ
宗
教

的
行
為
が
軽
視
さ
れ
易
い
。
日
朝
は

「
受
持
此
五
字
」
に
仏
几
同
体
の
世
界
を
見
る
と
し
な
が
ら
結
局

「
受
持
此
五
字
」
そ
の
も
の
を
論

及
し
な
い
。
仏
凡

一
体
の
世
界
に
偏
重
し
た
き
ら
い
が
あ
る
。

も
う

一
箇
所
の

『朝
抄
』
の
引
用
は
、

「
受
持
」
に
関
し
た
も
の
で
は
な
く
、

「
因
行
果
徳
」
に
つ
い
て
、
朝
師
が
箇
条
書
に
し
た
も

の
を
、
講
師
が

一
つ
の
整
文
と
し
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
恵
抄
』
の
引
用
は
、
先
に
日
恵
の
と
こ
ろ
で
挙
げ
た
文
で
あ
り
、

「
当
信
受
の
受
持
」
を
主
張
し
な
が
ら
受
持
の
論
理
的
明
確
さ
を

欠
く
も
の
で
あ
る
。

『
古
抄
』
は
、

「
妙
法
五
字
因
果
ノ
徳
ヲ
具
ス
ル
故

二
是
ヲ
受
持

ス
レ
ハ
能
施
太
子
等
ノ
因
行
ヲ
モ
修
セ
ス
四
教
色

⑫

身

ノ
果
位

二
至
ラ
サ
ン
ト
モ
即
彼
因
果

ノ
徳
ヲ
初
心
行
者
ノ
当
然

二
具
ス
ル
フ
譲
与
卜
云

ヘ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
釈
す
る
が
、

「
受
持
」
の

具
体
性
に
つ
い
て
は
何
ら
示
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
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〇

以
上
の
釈
を
挙
げ
た
後
、
日
講
は

「
此
義
文

ノ
分
配

一
往
便
ア
ル
ニ
似
タ
ン
ト
モ
大
旨

二
不
レ
叶
欺
」

と
、　
批
判
を
加
え
て
次
の
よ
う

に
釈
意
を
示
す
。

此
下

ハ
惣
標
ノ
文
ナ
ル
カ
故

二
惣
シ
テ
昔
述
本
ノ
因
行
果
徳

二
亘
り
別
シ
テ

ハ
此
抄
ノ
素
懐
々
ル
果
徳
不
思
議
ノ
十
界
本
因
本
果
ヲ

⑦

妙
法
ノ
五
字

二
具
足
シ
行
者
是
ヲ
受
持
シ
テ
自
然

二
彼
因
果
ノ
徳
ヲ
具
ス
ル
フ
譲
与
卜
云
フ
ル
ナ
ル
ヘ
シ

も
と
よ
り

「
受
持
譲
与
段
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
説
明
は
み
ら
れ
な
い
。

た
だ
、

「
行
者
是
フ
受
持
シ
テ
」
と

表
現
さ
れ
る
の
は
、

「
受
持
」
を
観
念
的
に
と
ら
え
る
も
の
で
は
な
く
、
行
的
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
日
講
の
行
法
論
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
受
持
の
問
題
を
考
察
す
る

一
助
と
し
て
そ
の

一
端
を
尋
ね
て
み
た
い
。
日

講
は

『
初
心
成
仏
抄
』
を
釈
す
る
中
に
、

「
最
末
ノ
妙
法
蓮
華
経
者
等
ノ
御
文
体

フ
以
テ
見
ル
ニ
唱
題
ノ
立
行
ヲ
以
テ
成
仏
ノ
直
因
ト
シ

〇

玉
フ
」
と
述
べ
、
唱
題
を
成
仏
の
直
因
と
し
て
い
る
。
唱
題
を
行
法
の
中
心
と
す
る
こ
と
は

『
啓
蒙
』
の
諸
所
に
み
ら
れ
、
特
に
、

『
十

①

法
界
事
』
の
釈
で
は

「
事
行
日
唱
ノ
題
ロ
ヲ
以
テ
即
当
家

ノ
観
心
ト
セ
リ

‥
…
・
要
行

ノ
題
ロ
ヲ
取
玉
ヲ
…
…
」
と
、

「
事
行
日
唱
の
題

目
」
を

「当
家
の
観
心
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
受
持

の
行
は

「
事
行
の
題
目
」
と
換
言
さ
れ
う
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
譲
与

が
実
現
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
講
は
唱
題
を
受
持
と
し
て
論
及
す
る
こ
と
な
く
し
て
唱
題
正
意
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
講
が

「
受
持
」
の
語
句
を
特
に
意
識
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
相
は
、
智
寂
日
省

・
遠
浩
日
亨
と
共
に
松
和
田
谷
の
寂
遠
日
通
の
門
に
あ
り
、
日
遠
の
門
下
の
中
で
も
、
禅
智
日
好

・
了
義
日
達
等

と
共
に
注
目
を
要
す
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
本
尊
抄
和
語
式
』
で
は

「
受
持
譲
与
段
」
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
他
の
釈
文
で

も
宗
義
上
の
積
極
的
な
解
釈
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
妙
日
尭
に
は

『
本
尊
抄
見
心
抄
』
と

『
本
尊
抄
私
記
』
の
二
篇
が
あ
る
。
卑
見
に
及
ん
だ

『
本
尊
抄
私
記
』
に
は

「
受
持
譲
与
段
」
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の
釈
は
な
い
。
教
義
論
に
つ
い
て
は
末
法
摂
受
論
の
ほ
か
は
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

禅
智
日
好
に
は

『本
尊
抄
拾
遺
』
と

『本
尊
抄
扶
老
』
の
二
書
が
あ
る
が
、

『拾
遺
』
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。

『
扶
老
』
で
は
、

⑦

『
本
尊
抄
』
の

「題
号
釈
」
に
お
い
て

「受
持
譲
与
段
」
を
引
用
し
、

①

豊
題
名
受
持
ヲ
明
ス
ニ
ア
ラ
ズ
耶
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

い
」

の
場
合
の

「受
持
」
は
末
法
の
正
行
た
る

「事
の
観
心
」
と
換
言
さ
れ
、
さ
ら
に
、

「事
の
観
心
」
と
は

「
唱
題
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
好
の
解
釈
は
、

『
修
禅
寺
決
』

・
『
一
生
成
仏
抄
』

・
『十
如
是
抄
』

・
『初
心
成
仏
抄
』
等
の
引
用
を
連
ね
る
中
に
導

出
す
る
観
念
的
仏
凡

一
如
論
を
そ
の
根
底
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
観
心
者
本
化
弘
通
事

一
念
三
千
唱
題
即
観
心
之
義

⑩
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

也
」
と

「事

一
念
三
千
唱
題
」
を
理
観
に
約
し
、

「啓
蒙
等
堅
末
法
理
観
ナ
シ
ト
云

ヘ
ル
コ
ト
未
レ可
也
」
と
、　
末
法
理
観
の
立
場
か
ら

『
啓
蒙
』
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
好
師
の
行
法
論
は
機
根
を
分
別
し
た
と
ら
え
方
で
あ
っ
て
、
宗
祖
の

「末
法
は
一
向
に

逆
機
」
と
い
う
立
場
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
機
に
約
す
る
ゆ
え
に
上
根

・
下
根
の
行
法
の
異
な
り
が
生
じ
、
そ
こ
に

〇

日
好
の
、
上
根
の
正
行
は

「
観
心
」
と

「
唱
題
」
∧
正
行
の
中
で
も

「観
心
」
を
正
行
、

「
唱
題
」
を
助
行
と
す
る
∨
、
下
根
の
正
行
は

「
唱
題
」
と

「観
心
」
∧
正
行
の
中
で
も

「
唱
題
」
を
正
行
、
　
麗
硯
心
」
を
助
行
と
す
猟
響
と
い
う
配
当
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん

「
観
心
」
と
は
理
観
で
あ

っ
て

「
唱
題
」
と
は
異
な
る
。

「
題
号
釈
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る

「受
持
」
の
語
句
が

「
題
名
受
持
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

「受
持
」

は

「
唱

題
」
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

・
る
の
で
あ
る
が
、

「受
持
譲
与
段
」
の
釈
に
は
、

「
修
禅
寺
決
五
云
釈
尊
本
行
菩
薩
道

等
担
型

と
あ
る
。
　
フ
監
壁
市
民
』
の

「
五
」
と
は

『
修
禅
寺
決
』
の
い
ず
れ
の
文
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
私
ピ
ヽ

『
扶
老
』
で
あ
げ
て
い

る
文
に
類
似
し
た
箇
所
は

『
修
禅
寺
決
』
の
第

一
帖
の

「釈
迦
如
来
本
行
菩
薩
ふ
饗

…
」
の
文
が
当
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は

「
一

心
三
観
」
を
明
か
す
内
、

「教
行
証
」
の
三
重
の
中
で

「行
門
」
の
第
四

「臨
終

一
心
三
観
」
を
明
か
す
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「臨
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終
の
唱
題
」
は

「
由
漁
ツ
法
三
カ
之
功
嘉
迩
成
一豊
曇
全
令
レ
不
笠
蟹
生
死
な
型

の
功
徳
を
得
る
と
い
う
。
　
認
野
於
の
唱
題
」
は

「妙
法
√
り

の
功
」
に
よ
っ
て
生
死
を
離
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
妙
法
三
カ
」
と
は
同
書
に
よ
る
と

「法
力

・
仏
力

・
信
力
」

を
い
う
。
こ
の

「
三
カ
」
が

「臨
終
の
唱
題
」
の
援
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、

「法
力
」
の
説
明
文
の
冒
頭
が
、

『
扶
老
』
の
挙

げ
て
い
る
文
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
文
は
、

「
五
百
塵
点
劫
の
釈
迦
如
来
の
説
は
妙
法
に
集
約
さ
れ
、
唱
題
つ
行
者
に
は
、

①〓
一世
の
諸

仏
の
行
願
が
そ
の
身
に
成
就
す
る
」
（取
意
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「仏
力
」
の
説
明
で
は

『
不
思
議
変
勝
経
』
と

『悲

華
経
』
の
説
を
引
い
て
援
証
す
る
が
、
特
に
後
者
で
は

「
至
心
受
持
者
速
成
“猛
朴上
ム
卿

…
・・」

と
示
さ
れ
て
い
る
。
唱
題
の
証
左
に

「受

持
」
の
語
句
を
用
い
る
こ
と
は
、
唱
題
が
受
持
の
概
念
の
中
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「法
力
」
の
説
明
は
純
粋
に

「法
」
に
則
し
た
説
明
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、

「仏
」

（
「仏
格
」
）
を
通
し
て

「法
力
」
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「法
仏
」
の
概
念
が
別
箇
の
も
の
で
は
な
い
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、

「法

・
仏
」

二
カ
の
説
明
に
お
い
て
、
前
者
で

「
唱
題
の
人

（行
者
と
、
後
者
で

「受
持
者
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

「
唱
題
」
を

「受
持
」

と
表
現
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
好
が

『修
禅
寺
決
』
の
文
を
こ
の
よ
う
な
意
味
で
引
用
し
た
か
ど
う
か
は
さ
だ
か

で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

『
扶
老
』
に
お
け
る

「受
持
」
の
概
念
が

「
唱
題
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
に
、
日
好
の
行
法
論
を
簡
単
に
考
察
す
る
中
に
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。

『
扶
老
』
に
は
、『法
蓮
抄
』
と

『持
法
華
問
答
抄
』
の
釈
に
お
い
て

「
五
種
法
師
」
の
問
題
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

Ｏ

『法
蓮
抄
』
の
釈
で
は
、

「書
写
最
下
功
徳
也
」
の
祖
文
を
受
け
て
問
い
を
発
し
、

『文
句
』

・
『興
起
行
経
』

・
『経
律
異
相
』

・

『十
年
末
義
菫
早
』
　
ｏ
『波
漁
婆
義綱
』
　
・
『
十
（払酬
』
　
・
『主
鼻
匠
栽
算
颯
』
　
ｏ
『細
憧
情
業
〓
謳
』
　
。
『燃
里
旗
鮮
嘔』
　
ｏ
『組
バ△
尋
尤
記
』̈
　
・
『サ
蒙
而
』
暑寺
一は
珊

〇

経
論
を
引
用
し
て
、

「受
持
是
意
業
読
誦
説
是
口
業
書
写
是
身
業
」
と
五
種
行
を
三
業
に
配
当
し
、
意
・
口
ｏ身
の
順
に
優
れ
る
と
す
る
。

―- 73 -―



⑭

『持
法
華
間
答
抄
』
の
釈
で
は
、

「
題
号
釈
」
に
お
い
て
、
同
じ
く
、

『文
句
』

ｏ
『仁
王
経
』

・
『大
論
』
等
の
諸
経
論
を
引
用
し

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

『法
蓮
抄
』
と
同
様
の
結
論
を
導
き
出
し
て
、
そ
の
上
に
、
「
五
種
中
受
持
行
肝
心
也
」
ｏ
「
於
≡
一業
一意
業
是
要
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

〇

更
に
、
こ
の
釈
で
は
、
受
持
の

「受
」
と

「持
」
の
優
劣
を
立
て
、

「於
二受
持
中
一持
亦
要
二於
受
こ

と

「持
」
を
優
と
す
る
。
証
左
と

さ
れ
る
の
は

『大
論
』

（
「
聞
而
奉
行
為
受
久
々
不
レ失
為
レ持
」
・
「
用
二信
力
一故
受
念
力
故
持
」
）
と

『勝
曼
宝
屈
』

（戒
法
有
Ｌ
三

受
二
持
但
受
易
而
持
難
故
前
明
レ難
必
得
二其
易
一叉
本
為
レ持
故
受
故
持
為
二受
本
一故
前
明
二於
持
一也
」
）
の
文
で
あ́
り
、

『
大
論
』
よ
り

『
勝
曼
宝
屈
』
の
文
に
よ
っ
て
、

「
難

・
易
」
を
規
準
と
し
て
優
劣
を
立
て
る
。

こ
の
二
釈
を
見
る
と
、

『法
蓮
抄
』
は

「書
写
最
下
功
徳
」
を
証
す
た
め
の
論
述
で
あ
り
、

『持
法
華
間
答
抄
』
は
、
題
号
の

「持
」

の
優
位
を
証
す
た
め
の
論
述
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
受
持
そ
の
も
の
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
文

か
ら
み
ら
れ
る
日
好
の
受
持
の
概
念
は
意
業
に
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
先
に
考
察
し
た

「
唱
題
」
と
の
関
連
が
問
題
と
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
好
に
お
い
て
は
、

「
唱
題
」
は

「事
行
の
観
心
」
で
あ

っ
て

「解
説
」
の
如
き
単
な
る
口
業
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「解
説
」

を
口
業
と
述
べ
て
も

「
唱
題
」
を
口
業
と
は
表
現
さ
れ
な
い
。
で
は
、

「事
行
の
観
心
」
た
る

「
唱
題
」
が
意
業
で
あ
る
の
か
。
あ
る
い

は
又
、

「
題
名
受
持
」
と
表
現
さ
れ
た

「受
持
」
が
意
業
で
あ
る
の
か
。
日
好
は
こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
受
持
の
概
念
に
対
す
る
矛
盾

・
不
徹
底
さ
は
一
人
日
好
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
、
諸
先
師
に
共
通
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
当
時
、

「受
持
」
の
語
句
が
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
も
か
く
も
、
日
好
に
お
け
る
受
持
の
概
念
は
、
末
法
の
正
行
を
論
じ
る
時
は

「
唱
題
」
で
あ
り
、

「
五
種
行
」
の
優
劣
を
証
す
時
は

五
種
の
最
要
た
る
意
業
を
意
味
す
る
。
と
く
に
後
者
で
は
諸
経
論
を
多
く
引
用
し
て
そ
の
引
文
に
順
じ
て
、
結
論
を
立
て
る
が
、
教
義
的
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会
通
は
示
さ
れ
な
い
。

④

日
覚
の

『本
尊
抄
講
草
』
は
、

「受
持
譲
与
段
」
の
釈
に
お
い
て

「此
三
十
三
字
必
可
二暗
誦
こ

と
述
べ
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
が
、
釈
は
示
さ
ず
、

「
修
禅
寺
決

五
右
録
外
十
七
六
」
を
参
照
せ
よ
と
し
て
い
る
。

「
修
禅
寺
決
参
照
」
と
す
る
の
は
、
先
の

『扶

老
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
日
好
の
場
合
と
同
様
、
こ
こ
か
ら
日
覚
の
受
持
の
概
念
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
叉
、

「録
外
十
七
六
」
と

は

『臨
終

一
心
三
観
』
を
指
す
が
、
こ
れ
は

『修
禅
寺
決
』
の

「臨
終

一
心
三
観
」
と
同
文
で
あ
る
。

以
上
、
聖
人
滅
後
か
ら
日
覚
に
至
る
ま
で
の
約
四
七
〇
年
間
に
お
け
る
本
尊
抄
末
註
の
中
か
ら
、
卑
見
し
え
た
も
の
二
十
篇
を
中
心
に

受
持
の
概
念
を
考
察
し
た
。

最
も
注
目
さ
れ
る
の
は

「
唱
題
」
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
日
朝

。
日
燿

・
日
辰

・
日
我

・
日
恵

・
日
講

ｏ
日
好
等
が

こ
れ
に
当
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
師
は
明
確
に
受
持
即
唱
題
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「受
持
」

に
他
の
概
念
を
含
む
場
合
が
多

い
。
又
、

「
唱
題
」
と
さ
れ
る
中
で
も
三
業
に
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
朝

・
日
燿

・
日
辰

ｏ
『本
尊
抄
見
聞
』

（伝
日
真
）
等
は
口

業
を
、
日
好
は
意
業
を
正
意
と
す
る
。
三
業
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
日
我

ｏ
日
恵

・
日
講
等
で
あ
る
。

「受
持
」
を
能
動
的
概
念
の
中
に
と
ら
え
て
い
る
の
は
日
忠
で
、

「信
」
に
立
脚
し
た
三
業
受
持
を
主
張
し
て
い
る
。
卑
見
の
諸
師
の

中
で
は
最
も
進
ん
だ
釈
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
口
業
を
正
行
と
す
る
日
辰
も

「受
持
」

の
概
念
に

「
唱
題
勧
奨
」

を
認
め
て
い

スω
。「

信
」
を
重
視
す
る
の
は
諸
師
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
で
も
日
忠

。
日
我
が
特
筆
す
べ
き
存
在
で
あ
ろ
う
。
日
忠
は
先
に

も
触
れ
た
よ
う
に

「
信
」
を

「
受
持
」
の
根
本
と
し
て
い
る
。
日
我
は

「
唱
題
」
を
正
意
と
す
る
が
、
受
持
の
概
念
に

「
信
を
表
出
し
た

行
為
」
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

- 75 -―



「
受
持
」
が
他
の
語
句
に
換
言
さ
れ
る
例
は
聖
人
の
遺
文
中
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
考
察
で
は
日
意
の

「
奉
持
」
、

『
本
尊
抄
見
聞
』

（伝
日
真
）
の

「
信
受
」
、
日
我
の

「持

つ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
二
例
は

「
唱
題
」
を
受
け
て
お
り
、

「
受
持
」
と

同
義
に
解
さ
れ
る
。

総
じ
て
、
卑
見
の
末
註
に
お
け
る
受
持
の
概
念
は
、
理
的
傾
向
が
強
く
、
能
動
的
概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
唱
題
に

釈
す
る
多
く
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
三
業
に
配
分
す
る
に
と
ど
ま
る
。
も
し
く
は
日
忠
の
よ
う
に
三
業
の
受
持
を
論
じ
る
こ
と
は
あ

っ
て

も
工
業
具
足
の
受
持
を
論
じ
る
こ
と
は
な
い
。
卑
見
の
限
り
で
は
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
頃
ま
で
の
日
蓮
教
学
史
上
に
お
い
て
は
、

「
受

持
」
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
言
え
る
。

「受
持
譲
与
段
」
重
視
の
態
度
が
諸
師
に
見
ら
れ
な
が
ら

「受
持
」
に
つ
い
て
特
に

論
を
深
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
教
学
の
流
れ
が

「受
持
」

よ
り
も

「
譲
与
」

重
視
の
傾
向
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
日
朝
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
教
学
が
本
覚
思
想
の
思
潮
の
申
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
そ
の
歴
史
的
事
情
も
大
き
な

要
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ま
た
、
門
流
分
立
の
原
因
を
な
し
た
教
学
上
の
対
立
な
ど
も
、
主
に
本
述

・
権
実
等
の
論

争
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
教
法
の
論
争
で
あ

っ
て
、
正
面
き

っ
て
行
法
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
行

法
の
論
争
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
、
摂
折
等
の
弘
経
方
法
論
で
あ

っ
た
り
、
あ
る
い
は
唱
題

・
読
誦
等
の
具
体
的
行
軌
に
則
し
た
も
の
で

あ
り
、
受
持
を
直
接
問
題
視
す
る
も
の
で
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

最
も

受
持
に
関
係
し
た
も
の
と
し
て

〓
一業
傍
正
論
が

挙
げ
ら
れ
る

が
、
こ
れ
も
受
持
そ
の
も
の
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
蓮
教
学
史
上
に
お
い
て

「
受
持
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
さ
ら
に

時
代
が
下

っ
て
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
卑
見
し
得
た
限
り
の
本
尊
抄
末
註
の
実
例
を
通
し
て
の
結
論
で
あ
り

他
の
多
ぐ
の
著
書
や
教
団
史
の
流
れ
を
通
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
。
ま
た
、
聖
人
の
受
持
の
概
念

と
の
比
較
検
討
な
ど
も
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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註
①

日
蓮
教
学
史
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
執
行
海
秀
博
士
は
著
書

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
に
お
い
て
、
鎌
倉
南
北
朝
時
代

・
室
町
時
代

・
江
戸
前
期

・
江
戸

後
期
の
四
期
に
大
別
さ
れ

（
ニ
ー
八
頁
）
、
望
月
歓
厚
博
士
は
著
書

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
に
お
い
て
直
弟
伝
持
時
代

・
諸
門
分
派
確
拠
時
代

・
講
学
論

議
時
代

・
宗
学
復
興
時
代
の
四
期
に
大
別
さ
れ

（七
―

一
一
頁
）
て
い
る
。
前
者
は
時
代
に
よ
り
、
後
者
は
教
団
の
動
態
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
具
体
的
に
は
ほ
ぼ
類
似
の
時
代
区
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
江
戸
中
期
頃
ま
で
と
は
、
前
者
の
江
戸
前
期
、
後
者
の
講
学
論
議
時
代

ま
で
を
指
し
、
具
体
的
に
は
宝
暦
年
間

（西
暦

一
七
五
〇
年
代
）
ま
で

（祖
滅
約
四
七
〇
年
）
を
い
う
。

②

本
書
は

「
妙
法
蓮
華
経
者
万
法
惣
称
我
等
心
法
全
体
也
」

（
二
八
丁
表
）
と
し
、
さ
ら
に

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
も
っ
て

「
観
心
」
と
す
る
。

「
観

心
」
を

「
不
思
議
十
乗
十
境
…
…
」

（右
同
）
と
説
明
す
る
が

「
受
持
」
の
語
句
は
見
ら
れ
な
い
。

③

第
三
巻

一ハ
九
頁

④

四
八
頁

⑤

日
弁
に
つ
い
て
は
天
目
と
の
関
係
な
ど
教
団
史
上
に
お
け
る
問
題
点
が
存
す
る
。

『
当
家
諸
門
流
継
図
之
事
』
所
引
の

『
本
門
宗
要
抄
』
で
は
、
美
濃

坊

・
越
後
房

（
日
弁
）
の
二
名
は

「
非
二予
弟
子
こ

（
「
宗
全
」
第

一
八
巻

一
六
二
頁
）
と
排
斥
さ
れ
て
い
る
。

『
本
門
宗
要
抄
』
は
偽
書
で
あ
る
に

し
て
も
、
こ
の
文
は
、
後
世
の
日
弁
に
対
す
る
特
異
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

③

写
本
　
一
一
丁
　
一工
正
大
学
図
書
館
所
蔵

⑦

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
三
〇
頁
参
照

③

写
本
　
一
九
丁
表
　
ニエ
正
大
学
図
書
館
所
蔵

③

「
宗
全
」
　
第

一
六
巻
　
一一
一
四
頁

⑩

右
同

第

一
六
巻
　
一一
一
五
頁

①

天
文
二
四
年
　
日
棟
写
本

身
延
文
庫
所
蔵

⑫

一
丁
表
　
「
場
」
＝

「
場
」

⑬

二
丁
裏

　

・

⑭

日
棟
写
本
　
身
延
文
庫
所
蔵

⑮

『
啓
蒙
』

第

一
六
巻
　
一二
七
丁
表
―
三
八
丁
表
　
『
別
本
』
は

『朝
抄
』
第
六
・
七

・
八
巻
を
指
す
が
現
行
の

『朝
抄
』
に

『
啓
蒙
』
所
引
の
文
は

な
い
。

（註
）
①
参
照

⑬

詳
し
く
は

『
啓
蒙
』
を
考
察
す
る
文
章
中
の
解
説
を
参
照
。

①

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
八
八
頁

⑬

『
日
蓮
宗
学
説
史
』

一
三

一
―

一
三
四
頁

⑬

第
四
巻
二
〇
丁
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④

第
四
巻
二

一
丁

④

執
行
海
秀
著

『
日
蓮
宗
教
学
史
』

一
二
八
頁

・
望
月
歓
厚
著

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
二
巻
六
九
―
七
〇
頁

・
同
著

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
二

一
一

頁
参
照

②

「
真
集
」

第
三
巻
　
一〓
二
九
頁

④

右
同
　
第
三
巻
　
五
頁

⑭

「
宗
全
」

第
九
巻
　
一
〇
四
頁

⑮

右
同
　
第
九
巻
　
一
〇
四
頁

④

右
同
　
第
九
巻
　
一
〇
五
頁

②

右
同
　
第
九
巻
　
四
八
頁

④

右
同
　
第
九
巻
　
四
九
頁

④

右
同
　
第
九
巻
　
五
〇
頁

⑩

『
御
書
抄
』

（
「
日
全
」
）
上
巻
五
五
六
頁
所
収

①

右
同

⑫

写
本
　
第
五

一
丁
表
　
　
一工
正
大
学
図
書
館
所
蔵

⑪

右
同
　
第
四
六
丁
裏

⑭

「
宗
全
」
　
第
八
巻
　
四
六
三
頁

①

右
同

第
八
巻

四
六
四
頁

⑩

右
同
　
第
八
巻
　
一一一八
六
頁

①

立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
は

『
本
尊
抄
講
義
』
と
な
っ
て
い
る
。

⑬

「
要
集
」

第
四
巻
　
一
六
〇
頁

⑩

右
同
　
第
四
巻
　
一
八
〇
頁

⑩

右
同
　
第
四
巻
　
一
八
〇
頁

⑪

右
同
　
第
四
巻
　
一
八
〇
頁

⑫

右
同
　
第
四
巻
　
一
八
二
頁

④

右
同
　
第
四
巻
　
一
八
二
頁

〇

日
遠
講
述
日
延
記
と
す
る

『観
心
本
尊
抄
記
』
の
写
本
が
立
正
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
書
写
を
し
た
時
中
院
日
董
は
こ
れ
に
朱

書
で
、

「
董
云
此
書
啓
蒙
抜
率
欺
恐
非
遠
師
之
講
談
云
云
」
と
注
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
執
行
海
秀
博
士
も
同
様
に

「
本
書
は
啓
蒙
所
引
ノ

「
恵
抄
」

卜
全
同
デ
ア
ル
、
又
本
文
ヨ
リ
見
テ
遠
師
ノ
作
デ
ハ
ナ
グ
、
小
西
日
恵
ノ
作
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
明
ラ
カ
デ
ア
ル
」
と
扉
裏
に
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
立
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正
大
学
図
書
館
所
蔵
の

『
本
尊
抄
恵
抄
』
の
写
本

（
こ
の
写
本
は

『
本
述
体

一
抄
』
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
朱
筆
で

『
本
尊
抄
恵

抄

（抄
）
』
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

『恵
抄
』
の
後
半
部
分
だ
け
を
書
写
し
な
が
ら
奥
書
に

「
右
本
述
体

一
抄
日
朗
聖
人
御
直
談
御
本
意
書
記
之
者
也

可
秘
之
々
々
々
云
云
　
正
応
九
年
十
月
　
日
印
在
判
」
と
す
る
。

『
章
疏
目
録
』
に
よ
る
と

『
本
述
体

一
抄
』
は
本
国
寺

（京
都
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
）
は
後
半
分

（冒
頭
が

「
夫
始
自
寂
滅
道
場
○
云
云
…
…
」
か
ら
始
ま
り

『
本
尊
抄
』
の
後
半
部
分
か
ら
の

釈
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の

『
恵
抄
』
は
前
半
を
欠
き
、
後
半
だ
け
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
照
合
す
る
と
二
書
は
全
同

（
日
遠
述
と
す
る

『
本
尊
抄
記
』
の
第
二
八
丁
八
行
日
か
ら
終
り
ま
で

『恵
抄
』
の
後
半
だ
け
の
写
本
と
全
文
同
じ
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
遠

述
と
す
る

『本
尊
抄
記
』
は
日
恵
の

『本
尊
抄
私
記
』
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
判
断
に
も
と
づ
い
て

『本
尊
抄
記
』
を
『恵
抄
』

と
し
て
依
用
し
た
。

①

写
本
　
一二
〇
丁
裏
　
一工
正
大
学
図
書
館
所
蔵

④
右
同
　
四
七
丁
表

の

右
同
　
一ハ
一
丁
裏

①

『本
尊
抄
見
聞
』
の
第
六
・
七

・
八
巻
を

『
啓
蒙
』
で
は

『朝
抄
別
本
』
と
表
記
す
る
が
、
そ
の
六
・
七

・
八
巻
に
も
こ
の
文
は
見
当
ら
な
い
。
尚
、

第
六
・
七

・
八
巻
は
正
本
が
無
い
の
で

コ
不
全
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
部
分
を
写
本
で
お
ぎ
な
っ
て
い
る
。　
コ
ボ
全
」
依
用
の
写
本
は
こ
の
部
分
を
欠

落
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
コ
不
全
」

第

一
六
巻
　
一二
七
八
頁
参
照
）

⑩

「
宗
全
」
　
第

一
六
巻
　
一一
一
四
頁

⑩

『
啓
蒙
』

第

一
七
巻
　
一二
七
丁
表
　
所
収

①

右
同

第

一
七
巻
　
一二
七
丁
表

所
収

⑫

右
同
　
第

一
七
巻
　
七
八
丁
裏
―
七
九
丁
表

○

右
同
　
第

一
七
巻
　
一二
九
丁
表

〇

右
同

第

一
七
巻

Ｌ
二
九
丁
表

〇

右
同
　
第
二
九
巻
　
八
八
丁
表

①

右
同

第
一一一四
巻
　
八

一
丁
表

⑦

第
六
巻

八
丁
裏

①

右
同
　
七
丁
表

〇

右
同
　
一ハ
丁
裏

⑩

右
同
　
八
丁
表

①

右
同
　
九
丁
表

⑫

第

〓
一巻

五
九
丁
表
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〇

右
同
　
五
九
丁
表

〇

第
六
巻
　
二
五
丁
表

〇

『
修
禅
寺
決
』
は
全
四
帖
か
ら
な
り
巻
数
は
な
い
。

①

「
伝
全
」

第
五
巻
　
七
四
頁

○

右
同
　
第
五
巻
　
七
四
頁

①

右
同
　
第
五
巻
　
七
四
頁

①

架
空
の
書

（
『
天
台
本
覚
論
』
四
七
頁
、
浅
井
円
道
註
）

⑩

「
伝
全
」

第
五
巻
　
七
五
百

①

第
九
巻
　
五

一
丁
表
裏

⑫

第
九
巻
　
五

一
丁
裏

〇

第
九
巻

五

一
丁
裏

⑭

第

一
一
巻
　
一
丁
―
二
丁
裏

④

右
同
　
一一丁
表

④

右
同
　
一一丁
表

⑦

右
同
　
一一丁
表

④

写
本
　
七
六
丁
裏
　
ニエ
正
大
学
図
書
館
所
蔵

☆

引
用
書
名
略
称

宗
全
　
「
日
蓮
宗
宗
学
全
書
」

日
全
　
「
日
蓮
宗
全
書
」

要
集
　
「
富
士
宗
学
要
集
」

真
集
　
「
法
華
宗
真
門
要
集
」

伝
全
　
「
伝
教
大
師
全
集
」

大
系
　
「
仏
教
大
系
」

☆

参
考
文
献

（
順
不
同
）

望
月
歓
厚
著
　
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
三
巻

『
日
蓮
宗
学
説
史
』

執
行
海
秀
著
　
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
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影
山
尭
雄
著
　
『
日
蓮
教
団
史
概
説
』

身
延
山
久
遠
寺
編
　
『身
延
山
史
』

浅
井
円
道

・
田
村
芳
朗
他
共
著
　
『
天
台
本
覚
論
』

日
蓮
教
学
研
究
所
編
　
『
日
蓮
教
団
全
史
上
』

稲
田
海
素
編
　
『
日
蓮
宗
年
表
』

日
蓮
宗
大
学
編
　
『
日
蓮
宗
章
疏
目
録
』
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